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物部川流域の概要

物部川は、高知県中部に位置し、高知県香美市の白髪山（標高1,770m)を水源とし、上韮生川、舞川、川の内川等を合わせ、香美市神母

ノ木で香長平野に出て、扇状地を形成しつつ、南流して太平洋に注ぐ、流域面積は508km2、幹川流路延長は71kmの一級河川である。

河床勾配は上流部で約1/40、中流部で約1/145、下流部でも約1/280と急流である。

上流域には剣山国定公園、別府峡等があり、豊かな自然環境に恵まれている。また、下流域には高知空港や高知県東部と高知市を結

ぶ国道等が整備され、高知県における交通の要衝になっている。さらに、下流域に広がる香長平野は高知県最大の穀倉地帯であり、稲

作のほか、野菜を中心とする施設園芸も盛んに行われている。
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物部川流域の地形

下流域の右岸側には、合同堰の下流付近を扇頂部として、南西方向に向け扇状地性低地である香長平野が開けており、現在の物部川

は、扇状地の東よりを南へ流れる。

左岸側には河岸段丘が形成されている。このため、左岸側は洪水のはん濫域が限定されるが、右岸側の地盤高は、計画高水位より低く、

西に離れるにしたがって徐々に低くなる傾向にあり、潜在的に堤防の決壊による被災の危険性を有する。

物部川流域の気象

流域の気候は、太平洋岸式気候に属し、下流域の年平均気温は、17℃程度であり、一年を通して温暖な気候を示す。

年平均降水量は、山間部の多いところでは約3,000mmに達し、下流域に広がる平野部でも2,400mmを超える、日本でも有数の多雨地帯

である。年間の降雨は、6月から9月の梅雨期と台風期に集中する。
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河川整備計画策定以降

物部川流域の人口

人口・世帯数の推移 出典：「国勢調査」

物部川流域の関係自治体である南国市、香南市および香美市の3市の人口は約109,000人（平成22年度国勢調査）であり、河川整備計

画策定以降、人口はやや減少傾向であるが、世帯数は横ばい状態である。なお、物部川の流域内人口は約38,000人（平成22年度河川

現況調査）である。

下流域に広がる平野部では、右岸側に典型的な扇状地性低地が形成されていることから、想定氾濫区域は流域外にまで拡がり、想定氾

濫区域内人口は、約67,000人（平成22年度河川現況調査）と流域内人口より多い。

下流域の想定氾濫区域

項 目 内 容 

流域面積 508km2 

幹川流路延長 71km（うち国管理区間10.48km） 

流域関係市町村 南国市
な ん こ く し

、香南市
こ う な ん し

、香美市
か み し

 

流域内人口 約3.8万人（平成22年度河川現況調査） 

想定氾濫区域内人口 約6.7万人（平成22年度河川現況調査） 

年平均降水量 2,800mm程度 

流域の主な産業 農業、製造業、水産業 

物部川流域の土地利用

流域および氾濫域の土地利用区分は、山地が約83％、平地が約17％であり、平地は主に水田や畑地に利用されている。

下流域に広がる香長平野は、高知県最大の穀倉地帯であり、かつては温暖な気候を利用して二期作が行われていたが、最近では早場

米の生産が盛んに行われている。また、香長平野の南国市は、水稲の収穫量が高知県内1位であり、さらに、野菜を中心とする施設園芸

も盛んに行われている。

内水面漁業については、物部川は天然アユが遡上する河川として全国的にも有名であり、遊漁が盛んに行われているほか、川沿いの地

域でウナギやアユの養殖が行われている。

製造業については、農機具部品、猟銃等の機械・金属製造が盛んに行われ、特に猟銃の生産は国内生産の約7割を占めている。

下流域では、市街地の拡大がみられ、近年では、工業団地や物流団地の誘致等、流域の開発も進んでいる。
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物部川水系河川整備基本方針

物部川の河川整備基本方針は、平成19年3月に策定。

計画規模は1/100。計画降雨量は357mm/12hrと設定し、基本高水のピーク流量は5,400m3/s。

河道については、家屋に影響のない範囲での引堤およびアユ等の生息環境等に配慮して平水位以上の河道掘削を実施し、4,900m3/sの

流下能力を確保。

このため、基本高水のピーク流量のうち4,900m3/sを河道で流し、残りの500m3/sは既設永瀬ダムの有効活用により対応。

河川整備基本方針（平成19年3月策定）の計画諸元

流量配分

河川名

河川整備基本方針 （流量単位：m3/s）

計画規模
基本高水の

ピーク流量
計画高水流量 洪水調節流量※

物部川
（深渕地点）

1/100
（雨量確率）

5,400 4,900 500

※ 洪水調節流量：深渕地点の調節量

永瀬ダム

■ 深渕

（5,400）
4,900

■：基準地点

（単位：m3/s）

河川名

河川整備計画 （流量単位：m3/s）

計画規模 整備目標流量 河道整備流量
既設ダムによる

洪水調節流量※

物部川

（深渕地点）

戦後最大

洪水規模
4,600 4,200 400

※ 洪水調節流量：深渕地点の調節量

物部川水系河川整備計画

物部川の河川整備計画は、平成22年4月に策定。整備計画の期間は概ね30年間。

整備計画の目標は、堤防整備（引堤、堤防拡幅）および河道掘削、永瀬ダム操作規則変更により、戦後最大相当となる規模の洪水を安

全に流下させる。

目標流量は、基準地点深渕における目標流量は4,600m3/sとし、既設永瀬ダムの操作規則変更により、河道への配分流量を4,200m3/sと

する。

河川整備計画（平成22年4月策定）の計画諸元

流量配分

永瀬ダム

■ 深渕

（4,600）
4,200

■：基準地点

（単位：m3/s）
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物部川水系河川整備計画の対象区間・期間

「物部川水系河川整備計画」の対象区間は物部川水系の国管理区間および県管理区間。

「物部川水系河川整備計画」の対象期間は概ね30年間。

河川整備の基本理念
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整備計画の整備内容（治水面）

ハ
ー
ド

・年間降水量が多く、かつ梅
雨期と台風期に集中

・堤防整備率は約60%

・右岸側および左岸側の下流
は連続した堤防を整備済み

・左岸側の上流は無堤地区。
ただし 河岸段丘によ りはん
濫域が狭く、家屋敷高も 高
い

・急流河川で、河床勾配は下
流部でも1/280と急流

・今後30年間に東南海・南海
地震の発生確率は約60％と
推定

・下流部右岸側には、空港・
大学等の重要施設や商業
地が集積

・下流部右岸側には扇状地が
広が り、地盤高は計画高水
位よ り低 く、想定はん濫区
域は流域外にまで広がる

・堤防整備済み区間のうち 約5
割の区間が堤防断面不足

・下の村地区は、堤防断面不
足かつ、狭窄部で流下能力
不足

・左岸無堤地区の家屋浸水防
止に向けた対応が必要

・戦後最大規模の昭和45年8
月洪水と 同規模の洪水を 安
全に流下させる

・目標流量（深渕）：4,600m3/s
永瀬ダム：400m3/s調整
河道配分：4,200m3/s

・下の村地区の引堤

・堤防の横断幅の確保
（堤防拡幅）

・河道の掘削等

・永瀬ダム操作規則の変更

量
的
整
備

・流路の固定化等による 局所
洗掘が発生し 、中小洪水でも
護岸被災等が頻発

・東南海・南海地震等の大規
模地震による 地震動と 直後
に襲来する 津波による 被害
の発生が危惧される

・局所洗掘による 堤防の決壊
等の重大災害を未然に防止

・大規模地震および津波による
浸水被害の防止

・局所洗掘対策

・大規模地震対策

質
的
整
備

・計画規模を 上回る 洪水等が
発生し た場合にも 、壊滅的な
被害の回避と 浸水被害を少し
でも 小さ くするための対策が
必要

・整備段階において施設能力以
上の洪水・地震等が発生し た
場合にも被害を軽減

・防災関連施設の整備

・情報伝達体制の整備

・ハザードマ ップの活用の技術
的支援

・防災訓練等

ソ
フ
ト

治水上の課題物部川の特徴 整備計画の目標 整備内容

整備計画の整備内容（利水・環境面）

・高知県最大の穀倉地帯であ り、
稲作のほか野菜を中心と する
施設園芸も盛ん

・近年では、取水制限がほぼ毎
年行われている

・関係機関と 連携し て調整を図
り、渇水時の被害を最小限に
抑える

・ダムの機能の維持

・堆砂対策を 適切に実施し 、現
時点のダム容量の維持に努
める

水
利
用

・急峻な地形と 崩壊し やすい地
質特性があ り、かつ多雨地
帯である

・水質については、ほぼ環境基
準（BOD75％値）を 満足し 、
良好な水質を維持

動
植
物
の

生
息
・生
育

・濁水の長期化
・濁水の実態把握に努めるとと

もに、濁水の発生を抑制

・県、関係機関と 連携し 、貯水池
における濁水の効果的な排出
方法等を検討

・水際は水遊びや遊漁に利用

・高水敷は、各所にグラウンド
等が整備さ れ、住民の憩い
の場やイベント会場に利用

・市民団体等による 河川清掃
や各種イベントが盛ん

・よ り広く地域住民等に利用され
る川づくりを 目指す

水
質

・景
観

空
間
利
用

利水・環境上の課題物部川の特徴 整備計画の目標 整備内容

・砂州上にはレキ河原が形成
さ れ、ハマウツ ボ等のレ キ
河原固有の動植物が確認

・瀬と 淵が連続し 、瀬はアユの
産卵場

・各所に伏流水等によるワン
ド・たまりが形成

・河口域は多様な環境が形成

・砂州上の樹林が拡大し 、レ
キ河原が減少

・河床材料の粗粒化傾向によ
り、ア ユ等の産卵に適し た
河床の減少が懸念される

・正常流量が満足さ れておら
ず、渇水時には遡上・降下、
産卵等に影響

・河口閉塞による 遡上・降下
障害

・現在の多様で良好な自然環
境は、保全に努める

・レキ河原等の課題について
は、対応策の検討を 進め、
改善を目指す

・アユの産卵等を 考慮し た段
階的な目標流量として、

かんがい期概ね17m3/s
非かんがい期概ね10m3/s

を確保する（杉田地点）

・河口砂州の適切な管理

・砂州の掘削、砂州上の樹木
伐採等によ り、レキ河原とア
ユの産卵場を 保全・再生す
る

・目標流量を 確保するため、
永瀬ダムによる補給を効率
的に実施

・河口閉塞の適切な維持開削
方法と 抜本的な対策案の検
討
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